昭和 九 年 三月 二十 一 日の 夕から 翌朝へ かけて 函館巿 

に 大火が あって 二 万 数千 戸 を 焼き払い 二 千 人に 近い 死 

者 を 生じた。 実に 珍しい 大火で ある。 そうして これが 

昭和 九 年の 大日 本の 都市に 起こった という ことが 実に 

い つそう 珍しい ことなの である。 

徳川 時代の 江戸に は 大火が 名物であった。 振袖 火事 

として 知られた 明 暦の 大火 は 言うまでもなく、 明 和 九 

ひる めぐろ * きょうにん ざ か だいえん じ 

年 二月 二十 九日の 午 ごろ 目 黒 行人 坂 大円 寺から 起 

しば さくら だ 

こった 火事 はおりからの 南西 風に 乗じて 芝 桜 田から 今 

まる うち かんだ したや あさく さ 

の 丸の 内 を 焼いて 神 田 下 谷 浅 草と 焼けつ づけ、 とうと 

せレ じゅ ま，， ；> ごう 

う 千 住まで も 焼け 抜けて、 なお その 火の 支流 は 本郷か 



すか も にほんば しく 

ら巣 鴨に も 延長し、 また 一 方の 逆流 は 今の 日本 橋 区の 

目抜きの 場所 を 曠野に した。 これ は 焼失 区域の だいた 

い の 長さから 言つ て 今度の 函 館の それの 三倍 以上で 

あった。 これ は 西暦 一七 七 二 年の 出来事で 今から 百 六 

十二 年の 昔の 話で ある。 当時 江戸の 消防 機関 は 長い間 

の 苦い経験で 教育され 訓練され て かなりに 発達して は 

いたで あろうが、 ともかくも 日本に まだ 科学と 名のつ 

くもの のなかった 昔の 災害で あつたので ある。 

\ /びす 

関東 震災に 踵 を 次いで 起こった 大正 十二 年 九月 一 

日から 三日に わたる 大火 災は明 暦の 大火に 肩 を 比べ る 

ものであった。 あの 一九二 三年の 地震に よって 発生し 



うと 思われる。 

これらの 研究 は 化学者 物理学者 気象学 者 工学者 はも 

ち ろん 心理学者 社会学 者 等の 精鋭 を 集め てはじめて 可 

能と なる ような 難問題に 当面する であろう。 決して 物 

ずき な 少数 学者の 気まぐれな 研究に 任すべき 性質の も 

のでな く、 消防 吏員 や 保険会社の 統計 係の 手に ゆだね 

て それで 安心して いられる ような もので もな く、 国家 

の 一 機関と して 統制され た 研究所の 研究室に おいて 徹 

底 的 系統的 に 研究 さ るべき もので はない かと 思われる _ 

西洋で は 今どきもう 日本の ような 木造家屋 集団の 火 

災は 容易に 見られない。 従って これに 対する 研究 もま 



断して 次第に 本州に 迫って 来る 際で あつ て 同時に 全国 

い つたいに 気温が 急に 高まつ て 来る のが 通例で ある。 

そういう 時に たとえば ラジオに よ つ て 全国に 火事 注意 

の 警報 を 発し、 各 村役場が それ を 受け取った 上で それ 

を 山林 地帯の 住民に 伝え、 青年団 や 小学生の 力 を かり 

て 一 般の 警戒 を 促す ような 方法で もとれば、 それだけ 

でもお そらく 森林 火災の 損害 を 半減す るく らいの こと 

しろ > つと 

はでき そうに 思われる。 われわれ 素人の 考えで はこの 

くらいの こと はい つで も わけもなくで きそうに 思われ 

るのに、 実際 はま だ どこでも そういう 方法の 行なわれ 

ている という 話 を 聞かない。 そうして 年々 数千 万円の 



樹林が 炎と なリ 灰と な つ ていた ずらに うさぎ やたぬ き 

を 驚かして いるので ある。 そうして 国民の 選良た る 代 

議士で だれ 一 人と して 山火事に 関する 問題 を 口にする 

人 はない ようで ある。 

数年 前山 火事に 関する 若干の 調査 をしたい と 思 い 

立って、 目 ぼしい 山火事の あつたと きに 自分の 関係の 

ぼう か A が 

某官衙 から 公文書で その 山火事の あ つ た 府県の 官庁に 

掛け合って、 その 山火事の 延焼の 過程 を できるだけ 詳 

しく 知らせて くれる ように 頼んで やった ことがあった。 

しかし その 結果 は 予期に 反する 大 失敗であって、 どこ 

から も なんらの 具体的 の 報告が 得られなかった ばかり 



いように する ことが いちばん 肝要で あろうと 思われる 

ので ある。 

(昭和 九 年 五月、 中央 公論) 
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